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【問合せ】Ｕ&Ｉときめき課　☎773－6659

多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

南魚沼市で輝くひと（第6回）�　腰越一秋さん・丸田裕二さん

　明瞭な四季と雪、ウィンタースポーツに魅せられ、それが縁で移り住んだ
人が多くいます。
　今回は、平成29年12月22日㈮に公開した移住促進PR動画「雪ふるまち南
魚沼市」に出演していただいた、Ｕターン者の腰越一秋さん、移住者の丸田
裕二さんのインタビューの一部を紹介します。
Ｑ．簡単な経歴と現在の職業を教えてください。
Ａ．腰越　出身は南魚沼市です。28歳の時にＵターンしました。現在、冬は
　　ロッジを営み、夏は設備関係の仕事をしています。
Ａ．丸田　出身は大阪府です。移住前は、夏は関西で自動車部品を製造する
　　会社で働き、冬になるとスノーボードをするために、南魚沼市に来ると
　　いう生活をしていました。現在は春から秋まで土木関係の仕事をして、冬はバックカントリーガイド
　　をしています。（バックカントリーとはゲレンデ外の自然の雪山）

Ｑ．Ｕターン・移住したきっかけは何ですか？
Ａ．腰越　長男なので、両親には絶対に帰ってこいといわれていました。28
　　歳の時にＵターンして、少し経ってから家業を継ぐことになりました。
Ａ．丸田　スノーボードが好きになり、やり続けたいと思ったのがきっかけ
　　です。また、都会に住みたいという願望があまりなく、いずれは田舎暮
　　らしをしたいと考えていました。好きになったのがスノーボードでなけ
　　れば、他の地域に移住していたかもしれませんね。
Ｑ．今後、南魚沼市にどんな人が移住してきてくれたらと思
　　いますか？
Ａ．腰越　仕事をしっかりして、遊ぶときは遊ぶ。また、自分で
　　遊びをつくれる人がよいですね。

Ａ．丸田　仕事をして、自分の趣味を持ちながら暮らしていける人がよいと思います。
　ＰＲ動画では、南魚沼に魅了された２人が、静かに熱く語っています。右のＱＲコード
からＰＲ動画をご覧ください。

住み続けられるまちをめざして「若者まちづくり会議」

　若者の意見を市政に反映させ、新たなネットワークを築くために始
めた「若者まちづくり会議」も、今年度で５年目となります。
　今年度は２回シリーズで開催し、若者まちづくり会議キッズバー
ジョンで子どもたちから出された意見に対し、今の自分たちができる
ことという視点のもと「若者が集まる場所で南魚沼産をＰＲ」「越後上布
の活用方法」といったテーマごとにグループを形成し、日程や予算、協
力団体などについて話し合いました。今後は各グループで、実行する
ことを目標に活動していきます。

地域づくり協議会の活動

　12月25日㈪、12地区の地域づくり協議会の会長と事務局長が集まり、情報交換・
交流・連携促進のための全体会議を行いました。地域内の要望をふまえ、緊急度に
応じてＬＥＤ街灯を優先的に設置した事例、グランドゴルフによる移住者との交流
促進、小中学校の再編に関する取組みなど、さまざまな活動が報告されました。
　地域の課題解決や住民要望に柔軟に対応する組織として、ますますの活躍が期待
されます。今後は、南魚沼市まちづくり推進機構（ＭＭＤＯ）との連携を検討する
ことが確認されました。

「住まう歓びを感じるまち 南魚沼市」を考える

シリーズ「南魚沼に暮らす」

多世代の市民全員が輝き　健康で快適に暮らせ　若者の期待に応えられるまち
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始

ー
る
布
協
る

　1
交流
応
促進
　地
され
こ

丸田 裕二さん

腰越 一秋さん

かず  あき ゆう    じ

腰越 一秋さん

丸田 裕二さん
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無
罣
礙

南
魚
沼
市
長

林
　
茂
男

国際大学留学生 お国自慢コーナー ～ boast of my country ～

［公用語］アラビア語
［首　都］カイロ
［面　積］1,001,450㎢（29位）
［人　口］9,151万人
［GDP（PPP）］4,426億ドル（28位） 
［通　貨］エジプト・ポンド（EGP）
※GDPは国内総生産のことで、購買力平価
　説（PPP）により算出した数値です

エジプト・アラブ共和国

私の国はこんなところ
　エジプトは、ファラオ、ピラミッド、ミイラ
が日本でも有名ですが、国の場所は知られてい
ないようです。エジプトは、アフリカ、中東、
アラブの全てに属します。また、ラクダのいる
砂漠だけではなく、歴史が長い分だけ美しい場
所がたくさんあります。北部は、世界一長いナ
イル川が注ぐ地中海に面し、私の出身地のアレ

クサンドリアや美しいビーチがあります。東部には、ダイビングで有名な紅
こう

海
かい

があります。南部には大きなファラオの神殿があり、５千年前にタイムス
リップできます。ピラミッドは、首都のカイロ周辺にあります。

南魚沼市に住んで感じたこと
　初めて南魚沼に来たときは、田んぼばかりで驚きましたが、今ではこの静
けさが気に入っています。雪景色の美しさは格別ですね。昨年は、初めてス
キーと豪雪を体験しました。春には満開の桜と山の残雪が同時に楽しめ、美
術館を歩いているかのようでした。お米のおいしさも印象深いです。夏の１
か月の東京滞在中、静かな南魚沼に戻りたいといつも考えていました。南魚
沼には、人を引きつける魔法があるようです。

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
聖
地
。

　
そ
の
誇
り
を
胸
に
！

　
新
米
市
長
の
「
新
米
名
刺
」。
新
聞
が

取
り
上
げ
、
に
わ
か
に
話
題
と
な
っ
た
精

米
１
合
を
真
空
パ
ッ
ク
に
し
た
市
長
名
刺
。

こ
れ
を
差
し
出
す
と
、
ど
こ
に
行
っ
て
も

話
題
に
事
欠
か
ず
、
南
魚
沼
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
ま
す
。
市
長
特
別
表
彰
が
あ
っ
た
な

ら
、
発
案
し
た
若
き
職
員
を
表
彰
し
た
い

（
笑
）。
市
長
選
挙
の
こ
ろ
、
街
頭
や
集
会

で
私
は
次
の
よ
う
に
訴
え
て
い
ま
し
た
。

「
三
条
の
国
定
市
長
が
い
つ
も
ポ
ケ
ッ
ト

に
入
れ
て
持
ち
歩
い
て
い
る
の
は
、
爪
切

り
で
す
。
あ
の
三
条
工
業
製
品
の
粋
を
象

徴
す
る
、
世
界
中
か
ら
注
文
が
入
る
ブ
ラ

ン
ド
品
。
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
市
長
自
ら
。

な
ら
ば
私
は
米
俵
を
背
負
っ
て
歩
き
ま

す
！
」
と
。
そ
の
思
い
が
形
に
な
り
ま
し

た
。
ふ
る
さ
と
納
税
や
本ま

気じ

丼
、
和
歌
山

県
み
な
べ
町
の
南
高
梅
と
の
お
に
ぎ
り
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
職
員
の
が
ん
ば

り
が
実
に
う
れ
し
い
。
市
役
所
の
意
識
が
、

少
し
ず
つ
変
わ
り
始
め
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
て
い
ま
す
。

　
先
日
は
、
市
内
の
若
い
女
性
グ
ル
ー
プ

が
市
長
室
に
。
米
袋
を
再
利
用
し
て
バ
ッ

グ
な
ど
を
作
る
活
動
を
し
て
い
る
み
な
さ

ん
で
す
。「
市
長
、
こ
れ
を
付
け
て
が
ん

ば
っ
て
！
」
と
渡
さ
れ
た
の
は
、
使
用
済

み
の
米
袋
を
使
っ
た
30
キ
ロ
米
袋
の
ミ
ニ

チ
ュ
ア
バ
ッ
ジ
。
こ
れ
が
実
に
よ
く
で
き

て
い
て
、
米
袋
の
中
に
は
本
物
の
お
米
が

入
っ
て
い
ま
す
。「
南
魚
沼
市
の
林
と
申

し
ま
す
」
先
の
名
刺
と
胸
バ
ッ
ジ
の
お
か

げ
で
、
ど
こ
に
行
く
に
も
「
聖
地
の
市
長

で
ご
ざ
る
」
と
胸
を
張
っ
て
い
ま
す
。
こ

ん
な
活
動
の
輪
が
広
が
り
、
地
域
の
大
き

な
発
信
力
に
つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
近
年
の
糖
質
ダ
イ
エ
ッ
ト

と
い
う
こ
の
地
域
に
と
っ
て
は
手
ご
わ
い

ブ
ー
ム
。
し
か
し
、１
月
の
新
聞
に
は「
Ｊ

Ａ
全
農
と
国
内
有
名
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
、

お
に
ぎ
り
中
心
の
食
事
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
組
み
合
わ
せ
て
無
理
な
く
体
重
を
減
ら

す
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
効
果
を
実
証
」
と
あ
り

ま
し
た
。
平ピ

ョ
ン
チ
ャ
ン昌オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
小
野
塚
彩
那
選
手
も
お
に
ぎ

り
派
と
か
。
生

産
調
整
廃
止
の

不
安
？
な
ん
の

そ
の
。
い
ま
こ

そ
南
魚
沼
！

58
エジプト・アラブ共和国　マリアム　エルシャフィ さん

市報 みなみ魚沼　平成30年2月1日発行3



市報 みなみ魚沼　平成30年2月1日発行 4

対�

象
　
平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年

４
月
１
日
に
生
ま
れ
て
、
市
内
の
中
学

校
を
卒
業
し
た
人
、
中
学
校
在
学
時
に

市
内
に
住
ん
で
い
た
人
、
平
成
30
年
１

月
１
日
現
在
市
内
に
住
所
の
あ
る
人

※�

対
象
者
へ
３
月
中
旬
に
案
内
を
送
付
し

ま
す

日
時
　
５
月
３
日
（
木・祝
）

　
午
後
１
時
～
３
時

　
受
付
：
正
午
～
午
後
０
時
50
分

会
場
　
市
民
会
館�

大
ホ
ー
ル

　
成
人
式
の
司
会
進
行
や
受
付
な
ど
、
式

の
運
営
の
一
部
を
手
伝
っ
て
く
れ
る
新
成

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
成
人
の
記
念

に
、
思
い
出
に
残
る
成
人
式
を
一
緒
に
作

り
ま
せ
ん
か
？

　
ひ
と
り
で
も
グ
ル
ー
プ
で
も
か
ま
い
ま

せ
ん
。
電
話
か
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※�

詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い

　（「
南
魚
沼
市
成
人
式
」
で
検
索
）

締
切
り
　
３
月
９
日
㈮

平
成
30
年
度
　
成
人
式
の
ご
案
内

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
総
務
課
（
成
人
式
担
当
）

☎
７
７
３-

６
６
６
０

メ
ー
ル：syom

u@
city.

m
inam

iuonum
a.lg.jp

　
市
の
将
来
像
や
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
な
ど
を
示
す
「
第
２
次
南
魚
沼
市
総
合

計
画
」
に
関
し
て
、
調
査
・
審
議
を
行
う

総
合
計
画
審
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
数
　
３
人
以
内

条�

件
　
原
則
と
し
て
、
市
内
に
在
住
す
る

20
歳
以
上
で
、
月
～
金
曜
に
開
催
す
る

会
議
（
年
１
～
２
回
、
昼
間
の
半
日
程

度
）
に
出
席
で
き
る
人

※�

国
、
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、
常
勤
職

員
を
除
く

任�

期
　
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成
32
年

３
月
31
日
（
２
年
間
）

報
酬
　
１
回
４
，８
０
０
円

締
切
り
　
２
月
23
日
㈮
必
着

申�

込
み
　
申
込
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

（
郵
送
・
メ
ー
ル
に
よ
る
提
出
可
）
申

込
書
は
、
企
画
政
策
課
、
大
和
・
塩
沢

市
民
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
。（
市
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

選�
考
　
幅
広
い
分
野
や
年
齢
層
か
ら
の
市

民
参
画
が
得
ら
れ
る
よ
う
、審
議
会（
委

員
定
数
15
人
）
全
体
の
構
成
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
考
慮
し
、
総
合
的
に
判
断
し
ま

す
。

※�

選
考
結
果
は
、
３
月
末
ま
で
に
申
込
者

に
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

振
込
日
　
2
月
9
日
㈮

対
象
月

　
平
成
29
年
10
月
～
平
成
30
年
１
月
分

手
当
の
支
給
月
額
（
児
童
一
人
当
た
り
）

３
歳
未
満
　

　
一
律
　
１
５
，０
０
０
円

３
歳
～
小
学
６
年
生

　
第
１
・
２
子
　
　
１
０
，０
０
０
円

　
第
３
子
以
降
　
　
１
５
，０
０
０
円

中
学
生
　
　
一
律
　
１
０
，０
０
０
円

特�

例
給
付　
一
律
　
５
，０
０
０
円
（
所

　
得
制
限
限
度
額
を
超
過
し
た
受
給
者
）

※�

現
況
届
が
未
提
出
の
人
は
、
支
給
停
止

と
な
り
ま
す
。
手
当
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必
要
で
す

成
人
式
を一緒
に
運
営
し
ま
せ
ん
か
！

総
合
計
画
審
議
会
委
員
の
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
企
画
政
策
課�

企
画
班

☎
７
７
３-

６
６
７
２

メ
ー
ル：kikaku@

city.
m
inam

iuonum
a.lg.jp

２
月
は
児
童
手
当
・
特
例
給
付
の

支
給
月
で
す

【
問
合
せ
】

　
子
育
て
支
援
課�

こ
ど
も
家
庭
支
援
班

☎
７
７
３-

６
８
２
２
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障
が
い
者
虐
待
防
止
法
を

ご
存
知
で
す
か

【
問
合
せ
】

　
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

☎
７
７
３
‐
６
６
６
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
７
３
‐
６
７
２
３

　
平
成
24
年
10
月
か
ら
、
障
が
い

者
虐
待
防
止
法
が
施
行
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
障
が
い
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
生
活
し
て

い
く
た
め
に
、
地
域
の
み
な
さ
ん

の
協
力
が
必
要
で
す
。
障
が
い
者

虐
待
の
未
然
防
止
、
早
期
発
見
、

迅
速
な
対
応
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
障
が
い
者
虐
待
と
は
、
障
が
い

者
の
家
族
・
親
族
や
障
が
い
者
福

祉
施
設
の
職
員
、
障
が
い
者
を
雇

用
す
る
事
業
主
な
ど
が
行
う
次
の

行
為
で
す
。

身
体
的
虐
待

　
暴
力
や
体
罰
に
よ
っ
て
身
体
に

傷
や
あ
ざ
、
痛
み
を
与
え
る
こ
と
。

身
体
を
縛
り
つ
け
た
り
、
過
剰
な

投
薬
に
よ
っ
て
身
体
の
動
き
を
抑

制
す
る
こ
と
。

性
的
虐
待

　
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
り
、

さ
せ
た
り
す
る
こ
と
。

心
理
的
虐
待

　
脅
し
、
侮
辱
な
ど
の
言
葉
や
態

度
、無
視
、嫌
が
ら
せ
な
ど
に
よ
っ

て
精
神
的
に
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
。

放
棄
・
放
任

　
食
事
や
排
泄
、
入
浴
、
洗
濯
な

ど
身
辺
の
世
話
や
介
助
を
し
な
い
、

必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
医
療
や

教
育
を
受
け
さ
せ
な
い
な
ど
。

経
済
的
虐
待

　
本
人
の
同
意
な
し
に
（
あ
る
い

は
だ
ま
す
な
ど
し
て
）
財
産
や
年

金
、
賃
金
を
使
う
な
ど
す
る
。
本

人
が
希
望
す
る
金
銭
の
使
用
を
理

由
な
く
制
限
す
る
こ
と
。

障
が
い
者
虐
待
に
関
す
る
通
報
・

届
出
・
相
談
の
対
応
窓
口

・
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係

・
休
日
・
夜
間
（
午
後
５
時
15
分

～
午
前
８
時
30
分
）

　
本
庁
舎
当
直

　
☎
７
７
３
‐
６
６
６
０

※
休
日
・
夜
間
の
緊
急
相
談
な
ど

は
、
当
直
員
が
受
理
し
、
速
や

か
に
福
祉
課
に
連
絡
・
報
告
し

ま
す

みんなで応援しよう！
～南魚沼市出身選手が平

ピョン

昌
チャン

オリンピックに出場します～
フリースタイルスキー女子ハーフパイプ 
小野塚彩那選手
プロフィール
昭和63年３月23日生まれ
出身地 南魚沼市塩沢
塩沢小学校、塩沢中学校、
湯沢高等学校、専修大学を
経て、石打丸山スキークラ
ブに所属。
平成23年のシーズンから、競技スキーからフ
リースタイルスキーに転向し、女子ハーフパ
イプの第一人者として世界で活躍中。

バイアスロン 
田中友理恵選手 
プロフィール
昭和64年１月６日生まれ
出身地 南魚沼市三郎丸
第一上田小学校、塩沢中学
校、小出高等学校、日本大
学、陸上自衛隊冬季戦技教
育隊を経て、自衛隊体育学
校に所属。自衛隊入隊後、バイアスロンを始
める。アジア大会、ワールドカップ、世界選
手権など出場歴あり。距離の長い種目や起伏
のあるコースを得意とする。
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地
盤
沈
下
の
原
因
は
、
過
剰
な
地
下
水

の
汲
み
上
げ
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下
で

す
。
地
盤
は
沈
下
す
る
と
、
完
全
に
元
に

は
戻
り
ま
せ
ん
。
消
雪
用
の
地
下
水
利
用

が
増
え
て
い
ま
す
。
地
盤
沈
下
対
策
と
し

て
、
地
下
水
の
汲
み
上
げ
を
必
要
最
小
限

に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

過
去
５
年
間
の
地
盤
沈
下
の
記
録

　
六
日
町
の
市
街
地
を
中
心
と
し
た
地
盤

沈
下
の
状
況
で
す
。
降
雪
量
に
比
例
し
、

沈
下
量
が
大
き
く
な
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

※�

沈
下
量
は
観
測
年
の
９
月
が
基
準
で
す
。

平
成
29
年
は
ま
だ
結
果
が
で
て
い
ま
せ

ん 地
盤
沈
下
を
抑
制
す
る
た
め

地
下
水
の
節
水
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

市
全
体
で
節
水
へ
の
取
組
み
を

　
地
層
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
あ
る
地
点

で
の
地
下
水
の
汲
み
上
げ
が
、
別
地
点
の

地
下
水
位
の
低
下
を
引
き
起
こ
す
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
節
水
意
識

を
持
ち
、
散
水
は
必
要
最
小
限
に
し
ま
し

ょ
う
。

地
下
水
を
必
要
以
上
に
使
わ
な
い

　
降
雪
検
知
器
や
消
雪
パ
イ
プ
ノ
ズ
ル
の

点
検
・
調
整
を
行
い
、
無
駄
な
運
転
を
防

止
し
、
不
要
な
散
水
の
削
減
に
努
め
ま
し

ょ
う
。

早
期
に
散
水
を
中
止
し
ま
し
ょ
う

　
２
月
中
旬
以
降
の
温
暖
期
に
入
っ
た
ら
、

建
物
の
保
全
に
影
響
し
な
い
程
度
の
降
雪

で
あ
れ
ば
、
散
水
を
や
め
ま
し
ょ
う
。

適
切
な
運
転
管
理
に
よ
る
節
水
を

　
降
雪
検
知
器
の
自
動
運
転
に
頼
ら
ず
、

積
雪
の
状
況
を
見
て
、
こ
ま
め
に
電
源
を

切
り
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
だ
け
に
頼
ら
な
い

　
消
雪
パ
イ
プ
と
人
力
に
よ
る
除
雪
を
併

用
す
る
こ
と
で
、
融
雪
効
果
は
上
が
り
ま

す
。
こ
ま
め
に
雪
か
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

地
下
水
条
例
に
つ
い
て

　
平
成
29
年
10
月
１
日
の
条
例
改
正
に
よ

っ
て
、
市
内
全
域
で
井
戸
掘
削
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
地
下
水
利
用
が
増

え
る
と
考
え
ら
れ
、
地
盤
沈
下
を
抑
制
す

る
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
節
水
が
必
要
で

す
。

災害に備えて
一日前プロジェクト

【問合せ】　総務課 防災庶務班　☎７７３－６６６０

　友達の家でゲームをして遊んでいる時に地震が起きました。僕らがいたのは３階の部屋でしたが、
２階に下りてから、２階で遊んでいた友達の弟（小学校１年生）たちに「こっちへ来い！」と言って、
本棚とか倒れてくるものがないところに集まって、揺れが
おさまるのを待ちました。みんなで、15人ぐらいはいた
と思います。
　避難をしようとするときに、１年生の子たちは避難場所
とかがわかっていなかったので、６年生のぼくたちが１年
生たちを誘導するみたいな感じで、避難場所の小学校まで
連れて行きました。
　それから、友達の中に義足の子がいて、あまり早く走れ
なくて遅れてしまうので、仲間でその子をおんぶして逃げ
ました。
　１年生たちは、おびえていたというか、しゃべれないと
いうか、意外に静かだったのを覚えています。

６年生の僕たちが１年生を誘導　〜義足の友達はおんぶして〜
東日本大震災（平成23年３月）（釜石市　災害当時小学６年生　男子）

【
問
合
せ
】　
環
境
交
通
課

☎
７
７
３-

６
６
６
６

地盤沈下の記録

観測年
（平成） 最大沈下量 累計降雪量

（本庁舎）

24年 3.2㎝ 1,523㎝

25年 1.9㎝ 1,377㎝

26年 1.1㎝ 990㎝

27年 2.2㎝ 1,520㎝

28年 0.7㎝ 460㎝
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公営住宅の入居者募集
【問合せ・申込み】　福祉課 公営住宅係　☎７７３－６６６７

◆共通事項◆
　募集期間　２月１日㈭～ 15日㈭
　入居資格　・住宅事情に困っている
　　　　　　・収入基準に適合している
　　　　　　 ・同居する親族がいる
　　　　　　　（60歳以上と障がい者は上記単身入居
　　　　　　　「可」の住宅のみ単身入居が可能）
　　　　　　・暴力団員ではない
　家賃算定　収入に応じて決定

申 込 み　 福祉課、大和・塩沢市民センターで
　　　　　入居資格を確認し、申込書を配布。
　　　　　提出は必要書類を添付し、募集期間
　　　　　内に福祉課まで。
選考方法　住宅委員会の審議により選考
入居可能時期　３月中旬以降の見込み
　　※ 入居にあたっては家賃３か月分の敷金、
　　　保証人１人が必要となります

地
域

団地・住宅名
〔所在行政区名〕

募集
戸数 階数 間取り 建物の構造 単身

入居 家賃月額
駐車場料金
月額1台分

〔駐車可能台数〕
その他

大
　
　
和

市営赤石団地
〔黒土新田〕 2 １階

３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造
３階建 不可 17,300～

34,000円
1,700円
〔2台〕

市営桜沢団地
〔田町〕 2 ２階

３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造
３階建 不可 17,100～

33,700円
2,400円
〔2台〕

市営大崎団地
〔原小路〕 1 ２階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 不可 14,100～
27,700円

1,700円
〔2台〕

六
　
　
　
日
　
　
　
町

市営長森住宅
〔長森〕 1 − ２ＤＫ 木造平屋建 可 13,800～

27,200円
1,700円
〔1台〕

障がい者向け住宅
（一般世帯も申込可）

市営余川住宅2号棟
〔飯綱町〕 2 １階

２階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造
４階建 不可 16,800～

33,000円
2,500円
〔1台〕

県営余川住宅3号棟
〔飯綱町〕 1 ３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

４階建 不可 16,600～
32,700円

2,500円
〔1台〕

市営西泉田住宅1号棟
〔西泉田〕 6

１階
３階
４階
５階

３ＤＫ 鉄筋コンクリート造
５階建 可 14,000～

27,500円
2,400円
〔1台〕

県営上町住宅松棟
〔上町1丁目4区〕 3

２階
３階
４階

３ＤＫ 鉄筋コンクリート造
４階建 不可 16,900～

33,200円
2,800円
〔1台〕

県営上町住宅竹棟
〔上町1丁目4区〕 2 １階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

４階建 不可 17,400～
34,200円

2,800円
〔1台〕

塩
　
　
　
沢

市営樋渡団地
〔六分区〕 2 １階

３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造
３階建 不可 17,400～

34,200円
無料（入居者管理）

〔1台〕

市営中央団地Ｂ棟
〔三分区〕 1 − ３ＤＫ 木造高床式

２階建 不可 22,100～
43,500円

無料（高床1階）
〔1台〕 車庫高さ1.6ｍ

市営来清団地
〔三分区〕 1 ３階 ３ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 可 13,800～
27,100円

2,000円
〔1台〕

市営上野団地
〔上野〕 1 ３階 ２ＤＫ 鉄筋コンクリート造

３階建 不可 19,300～
37,900円

2,000円
〔2台〕
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南魚沼市の「介護事業所」を紹介します ―――

こんな事業所です
　石打福祉会は、「利用者の喜びは職員の喜び」をモットーに、地域密着型介護老人福祉施設特別養護老
人ホーム百花園とショートステイ百花園の運営を行っています。
　今年度、５周年を迎えるにあたり「入居者に快適を、ご家族に安心を」お届けできるよう、「チーム石
打福祉会」でがんばっていきます。

地域密着型介護老人福祉施設　特別養護老人ホーム 百花園
　地域密着型とは、市内に住所のある人が入居できる施設です。
　定員29人、全室個室の特別養護老人ホームで、10人、10人、9
人の３つのグループでわかれています。グループ毎にリビングテー
ブルを囲んで食事をするなど、家庭的な雰囲気の中で過ごしていま
す。

ショートステイ百花園
　定員16人の短期間の入所施設です。４人部屋３つ、２人部屋１つ、
個室２つを備えています。
　食事・入浴・レクリエーションなどのサービスを行っています。
家族の冠婚葬祭・出張・旅行などの際に、安心して過ごすことがで
きます。また、土・日曜日、祝日も自宅まで送迎を行っています。

職員からの一言
　職員１人ひとりのニーズに合わせた働き方改革を行っており、短
時間勤務の人、シニア（定年65歳・再雇用有）、育児中の人などが
働きやすい職場環境をめざしています。
　また、さまざまな研修会や半期毎のリフレッシュ休暇（連続４日）
の導入を行い、職員の自己啓発や慰労を推進し、働きやすい環境に
なっています。
　職場環境を整えることで、一層利用者が笑顔で過ごしていただける支援をめざしています。

社会福祉法人 石打福祉会
〒949-6371　南魚沼市関852番地
☎783-5200　FAX：783-5202

弁
護
士
に
よ
る

『
消
費
生
活
』無
料
法
律
相
談

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
２
‐
２
５
４
１

　
マ
ル
チ
商
法
や
資
格
商
法
、
多

重
債
務
な
ど
お
金
に
ま
つ
わ
る
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
お
悩
み
の
人
に
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を

毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
時
間
は
１
件
約
30
分
。
希

望
者
は
、
前
日
正
午
ま
で
に
電
話

で
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

※
弁
護
士
と
の
相
談
時
間
を
有
効

に
使
え
る
よ
う
、
申
込
み
時
に

相
談
員
が
概
要
を
伺
い
ま
す

日
時
　
２
月
22
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

会
場
　
本
庁
舎
南
分
館
１
階 

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

※
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多

重
債
務
も
含
め
、
消
費
者
の
み

な
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

身
近
な
相
談
窓
口
と
し
て
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い

春に植えた枝豆が収穫時期を迎え、
施設の利用者が手もぎしました

地区の伍社神社から施設に獅子神楽
が巡行しました
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17

至　湯沢
塩　沢　駅

Aコープ

セブンイレブン

塩沢公民館

鈴木牧之記念館

塩沢小学校 第四銀行

市役所塩沢庁舎

P
やまだ織

P

P
牧之通り

（塩沢小学校入口）

塩沢信組

塩沢信組
事務所

本店

至　六日町➡

〒

（塩沢駅前） （島新田入口）

勤労者体育センター

至　湯沢 至　六日町➡

まつり主会場
ふれあい広場

17日
（土）

２月

〜「北越雪譜」の著者「鈴木牧之」を顕彰し、雪国文化を伝承する祭りです〜

【問合せ】塩沢商工会　☎７８２−１２０６　ウェブサイトhttp://shiozawasho.jp/

第34回　しおざわ雪譜まつり

　イベント日程
水 行 会 場　11：00　清水「火生の滝」（国道291号線を行き止まりまで行き、左に徒歩３分）
着 物 紹 介　13：30　着物ショー
地歌舞伎公演　14：00　塩沢勤労者体育センター
　　　　　　　　　　　演目：人情時代劇「瞼

まぶた

の母」より・津軽三味線
　　　　　　　　　　　歌舞伎『ます釣り』（自作狂言）
書　　道　　展　２月17日㈯ ～３月４日㈰　塩沢公民館で開催
　ふれあい広場（主会場）周辺
　餅つき、甘酒サービス、地酒・飲食コーナー、露店多数
12：30　弾き語り北越雪譜〔塩沢信用組合本店〕
14：00　織物展示会、小物抽選会〔鈴木牧之記念館〕
　※まつり当日、鈴木牧之記念館の観覧無料（9：00 ～ 20：00）
15：00　子ども福餅まき
17：30　百八燈大護摩
18：00　餅つき
18：35　雪のステージイベント
20：00　子ども福餅まき
20：15　一般福餅まき
20：30　終了予定
※天候などにより、内容や時間を変更する場合があります
同時開催
　ひな雪見かざり　２月17日㈯～４月３日㈫
　三国街道塩沢宿（牧之通り周辺）の約60軒で公開
　俳句会　２月18日㈰　9：00 ～　〔喰処はなや〕
主催　しおざわ雪譜まつり実行委員会
　（塩沢商工会、南魚沼市、塩沢区、しおざわ農業協同組合、
　　南魚沼市観光協会、塩沢織物工業協同組合）

雪のステージイベント
・T

ツ ネ イ

SUNEI
・ワンフリーナイン
・葉月みなみ
・ダンスパフォーマンス

百八燈大護摩

子ども福餅まき

地歌舞伎　平成29年演目
菅
すがわらでんじゅてならいかがみ

原伝授手習鑑　車
くるまびき

引の場
ば
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冬
の
祭
り
を
楽
し
も
う
！

　
冬
の
風
物
詩
「
南
魚
沼
市
雪
ま

つ
り
」「
し
お
ざ
わ
雪
譜
ま
つ
り
」

「
毘
沙
門
堂
裸
押
合
大
祭
」
の
関

連
図
書
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
展
示
し
ま
す
。

テ
ー
マ
展
示

『
極
め
人び

と
！
』

　
一
つ
の
道
を
極
め
た
人
物
の
本

を
集
め
ま
し
た
。
歴
史
上
の
偉
人

か
ら
現
在
活
躍
し
て
い
る
人
ま
で
、

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
「
極
め
人
」

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
会

『
生
き
抜
く 

南
三
陸
町 

人
々
の

１
年
』（
約
99
分
）

　
平
成
23
年
３
月
11
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
と

な
っ
た
宮
城
県
南
三
陸
町
。
被
災

者
と
被
災
地
の
１
年
間
を
見
つ
め

続
け
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

を
上
映
し
ま
す
。

日
時
　
２
月
17
日
㈯
　
午
前
10
時

30
分
～
午
後
０
時
10
分

対
象
　
小
学
生
以
上

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

乳
幼
児
親
子
お
は
な
し
の
会

「
え
ほ
ん
で
あ
そ
ぼ
」

　ゆ
ら
ゆ
ら
お
ひ
な
さ
ま
を
つ
く
ろ

う
！

　
半
分
に
折
っ
た
紙
皿
を
シ
ー
ル

で
飾
り
付
け
、ゆ
ら
ゆ
ら
揺
れ
る

か
わ
い
い
お
ひ
な
さ
ま
を
作
ろ
う
。

日
時
　
２
月
23
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　
手
袋
人
形
、
ま
ん
ま
る

ち
ゃ
ん
（
紙
人
形
劇
）、
絵
本
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
手
遊
び
、

歌
、
工
作
な
ど

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

参
加
費
　
無
料
（
予
約
不
要
）

２
月
の
読
み
聞
か
せ

　
毎
月
３
つ
の
読
み
聞
か
せ
を

行
っ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
読
み
聞

か
せ
に
、
家
族
で
お
こ
し
く
だ
さ

い
。

内
容
　
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
・
手
遊

び
・
絵
本
、
紙
芝
居
読
み
聞
か

せ
な
ど
（
内
容
は
開
催
日
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

会
場
　
図
書
館 

多
目
的
室

 

絵
本
の
へ
や 

期
日
　
毎
週
水
曜
日

時
間
　
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
※
ま
め
ま
き
　
２
月
７
日
㈬

対
象
　
０
歳
～
入
園
前
の
幼
児

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

 

読
書
の
つ
ど
い 

日
本
一
の
鬼
退
治
だ
わ
ん
！

日
時
　
２
月
17
日
㈯

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

テ
ー
マ
　「
い
ぬ
」

内
容
　
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
「
も

も
た
ろ
う
」・
読
み
聞
か
せ
・

本
の
紹
介

『
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
よ
う
』

　
２
月
は
生
活
習
慣
病
予
防
月
間

で
す
。
標
語
は
「
一い

ち

無む

・
二に

少し
ょ
う・

三さ
ん

多た

」
で
す
。
生
活
習
慣
病
を
予

防
す
る
た
め
の
本
を
展
示
し
ま
す
。

『
西
郷
隆
盛
と
幕
末
の
志
士
た
ち
』

　
い
よ
い
よ
始
ま
っ
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

大
河
ド
ラ
マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」。
林

真
理
子
さ
ん
の
原
作
本
「
西せ

郷ご

ど

ん
！
」
や
、
関
連
の
図
書
の
貸
出

し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
み
ん
な
の
お
す
す
め
本
」大
募
集

　「
み
ん
な
の
お
す
す
め
本
」コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。
読
ん
で
面

白
か
っ
た
本
、
心
に
残
っ
た
本
な

ど
の
お
す
す
め
の
本
を
紹
介
し
て

く
だ
さ
い
。
お
す
す
め
本
に
紹
介

文
を
添
え
て
展
示
し
ま
す
。

期
間
　
２
月
２
日
㈮
～
（
常
設
）

※
１
か
月
毎
に
入
替
え
ま
す

対
象
本
　
図
書
館
の
所
蔵
本

応
募
方
法
　
コ
ー
ナ
ー
に
用
意
の

専
用
用
紙
に
記
入
し
、
応
募
箱

に
入
れ
て
く
だ
さ
い

平
成
29
年 

よ
く
読
ま
れ
た
本

（
ベ
ス
ト
リ
ー
ダ
ー
）

第
１
位
　「
火
花
」
又
吉
直
樹
著

第
２
位
　 「
九
十
歳
。
何
が
め
で

た
い
」
佐
藤
愛
子
著

第
３
位
　 「
コ
ン
ビ
ニ
人
間
」
村

田
沙
耶
香
著

対
象
　

　
幼
児
・
小
学
生
・
保
護
者
ほ
か

出
演
　
ふ
う
せ
ん
の
会

 

お
は
な
し
の
じ
か
ん 

日
時
　
２
月
25
日
㈰

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
・
保
護
者
ほ
か

出
演
　
図
書
館
職
員

巡
回
図
書
、ご
利
用
く
だ
さ
い

　
１
月
18
日
㈭
に
塩
沢
図
書
室
の

巡
回
図
書
を
２
０
０
冊
入
れ
替
え

ま
し
た
。次
回
、大
和
図
書
室
は
２

月
15
日
㈭
に
入
れ
替
え
予
定
で
す
。

みんなの図書館
【申込み・問合せ】南魚沼市図書館

☎773‒6677

南魚沼市 		月～金9：30～ 20：00（土日祝日19：00まで）
	 休館：１日㈭、15日㈭（図書整理日）

大　和 		☎777-4671　火～日	祝 9：00～ 19：00	
	 休館：月曜日（祝日の場合は翌日）　

塩　沢 		☎782-0100　9：00～ 20：00（月	土	日	祝
日17：00まで）　

2月の開館日時
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「第16回リコーダーコンサート」
　16回目を迎える、春のリコーダーコンサート。
　古き時代の音楽やおなじみのメロディーなど、数種
類のリコーダーを使って演奏します。身近な楽器リ
コーダーが奏でるあたたかな音色を、ご堪能ください。
日時　３月4日㈰　
　14：00 ～（開場　13：30）
会場　市民会館 大ホール
入場料　無料

南魚沼市民会館

☎773‒5500　FAX 772‒8161　
URL http://www.6bun.jp/kaikan/

受付8：30 ～ 17：15
２月の休館：毎週月曜日

「棟方志功の板画と肉筆画展」
期間　３月21日（水・祝）まで
　「世界のムナカタ」と呼ばれるきっかけとなった記
念すべき木版画や、ダイナミックな肉筆画など、45
点全て棟方志功の作品を展示。ぜひご覧ください。

棟方志功アートステーション

［JR六日町駅1階］　☎770‒1173　￥一般500円／小中高250円
URL http://www.m-uonuma.jp/m-artstation/

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
２月は毎日開館します

常設展　～彫る 摺
す

る 画
か

く～「棟方志功の世界」
企画展　期間　２月25日㈰まで

「日本美術院創立120年展～横山大
たい

観
かん

から大矢紀
のり

まで～」
　横山大観や第二代理事長の奥村土

と

牛
ぎゅう

をはじめ、珠玉
の日本画を15点展示。
「版画にみる哀愁展」
　市

いち

野
の

龍
たつ

起
おき

、織田廣
ひろ

喜
き

、堀内規
のり

次
つぐ

、脇田和
かず

といった４
人の作家による「哀愁」をテーマとした版画作品18
点を展示。ぜひご覧ください。

今泉記念館アートステーション

☎783‒4500　FAX 783‒3388　
URL http://www.michinoeki-minamiuonuma.jp/imaizumi-kinenkan
￥一般500円／小中高250円

開館9：00 ～ 17：00（入館16：30まで）
２月の休館：26日㈪～ 28日㈬

「同時開催！交差する写真展」
期間　３月27日㈫まで　

「日本の写真史に名を刻んだ101人展」　
　幕末から現代にいたる101人の著名写真家の代表作
を収集した、フジフイルム・フォトコレクションを一
堂に展示。県内初開催となります。
記念講演会　講師　土田ヒロミさん
日時　２月10日㈯　14：00 ～ 15：30

「魚沼ベストショット展PartⅦ」
　魚沼のすばらしい風景や風俗習慣など、県内外の写
真家が写し撮ったベストショットを展示。
初心者向け写真教室
日時　２月17日㈯　10：00 ～ 15：00
持ち物　デジタルカメラをご持参ください
※事前にお申し込みください

池田記念美術館

☎780‒4080　FAX 777‒3815　URL http://www.ikedaart.jp
￥一般500円／高校生以下（無料）

開館9：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
２月の休館：毎週水曜日

「花紬
つむぎ

たいけん」
【つむぎ細工コース】
　塩沢紬を使って、しおりやハガキにデザインします。

【押花コース】
　押花を使って、しおりやハガキにデザインします。
日時　２月17日㈯　13：30 ～ 19：00
　　　２月18日㈰　10：00 ～ 15：00
体験料　500円～（１体験30分程度・予約不要）
会場　鈴木牧之記念館１階　
※2月17日㈯は雪譜まつり開催につき観覧無料

「今
い ま

福
ふ く

進
すすむ

人形展」
　昭和時代の子どもたちの姿を、人形で再現します。
会期　２月７日㈬～３月26日㈪
主催　射

しゃ

干
が

の会
【同時開催】第13回三国街道塩沢宿ひな雪見かざり
※会期中、南魚沼市民は観覧無料

鈴木牧之記念館

☎・FAX 782‒9860　URL http://www.6bun.jp/bokushi/
￥大人500円/小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館9：00 ～ 16：30
２月の休館：６日㈫

富岡惣一郎　「山と木立」
期間　３月27日㈫まで　
　雪の「白」に魅了され、白の情景を追い求めた富岡
が描く、壮大で美しい雪の山並みや樹木を中心に展示。
ラウンジ展 ２月［観覧無料］
城内さんぽ～歴史編～　「新編　城内郷土誌」から新

堀・新堀新田地区の歴史を紹介
市民ギャラリー　「加藤英

ひで

子
こ

タペストリー展」

トミオカホワイト美術館

☎775‒3646　FAX 775‒3650　URL http://www.6bun.jp/white/
￥一般500円／小中高250円（市内の小中学生は無料）

開館10：00 ～ 17：00（入館終了16：30）
２月の休館：毎週水曜日

２月の「市民無料の日」は、８日㈭、18日㈰
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【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 
郷
土
史
編
さ
ん
係

☎
７
７
３-

２
１
９
７ 63

増
築
を
進
め
、
よ
う
や
く
全
生
徒
の
移
転

が
完
了
し
た
の
は
、
昭
和
25
年
10
月
31
日

で
し
た
。

　
中
之
島
村
で
も「
教
育
基
本
法
」が
公
布

さ
れ
た
昭
和
22
年
３
月
に
は
「
新
学
制
準

備
会
」
を
組
織
し
、
４
月
に
は
中
之
島
中

学
校
舎
建
築
に
向
け
た「
実
行
委
員
会
」が

組
織
さ
れ
ま
し
た
。中
之
島
中
学
校
は
、大

木
六
小
学
校
と
舞
子
小
学
校
に
分
け
て
併

設
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
資
金
問

題
も
あ
り
建
設
工
事
の
延
期
や
中
止
が
繰

り
返
さ
れ
る
な
か
、
よ
う
や
く
昭
和
26
年

７
月
に
新
校
舎
が
中な
か

子ご

に
完
成
し
ま
し
た
。

　
石
打
中
学
校
は
、
下
一
日
市
の
法
授
寺

を
本
校
と
し
、
分
校
を
上
関
小
学
校
と
石

打
小
学
校
に
併
設
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
年
度
の
生
徒
数
は
、
３
２
６
人
で
し
た
。

独
立
校
舎
は
、
昭
和
24
年
に
下
一
日
市
地

内
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
上
田
中
学
校
は
、
第
一
上
田
小
学
校
に

第
一
校
舎
、
第
二
上
田
小
学
校
に
第
二
校

舎
、
清
水
分
教
場
に
清
水
分
校
を
併
設
し

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
独
立
校
舎
は
、
昭

和
27
年
に
長
崎
地
内
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
昭
和
42
年
こ
ろ
に
な
る
と
、
塩
沢
町
の

４
つ
の
中
学
校
の
統
合
が
検
討
さ
れ
始
め

ま
し
た
。
中
学
校
の
統
合
に
あ
た
り
、
学

区
を
一
つ
に
し
た
場
合
、
上
田
中
学
校
へ

の
対
応
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
上
田
中

学
校
に
は
、
清
水
分
校
が
あ
り
、
統
合
校

　
昭
和
22
年（
１
９
４
７
年
）３
月
に「
教

育
基
本
法
」「
学
校
教
育
法
」
が
制
定
公

布
さ
れ
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
各
地
で
新
制
中
学
校

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
塩
沢
地
域
で
は
、
塩
沢
町
の
塩
沢
中
学

校
、
中
之
島
村
の
中
之
島
中
学
校
、
石
打

村
の
石
打
中
学
校
、
上
田
村
の
上
田
中
学

校
が
設
立
さ
れ
、
各
校
と
も
５
月
20
日
に

開
校
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
塩
沢
町
で
は
「
教
育
基
本
法
」
が
公
布

さ
れ
た
昭
和
22
年
３
月
に
「
新
中
学
校
準

備
協
議
委
員
会
」
が
組
織
さ
れ
、
塩
沢
中

学
校
開
設
の
た
め
の
年
次
計
画
が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
塩
沢
中
学
校
は
塩
沢
小
学
校

に
併
設
さ
れ
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
他

の
市
町
村
と
同
様
に
塩
沢
町
で
も
、
校
舎

建
設
資
金
の
捻
出
が
大
き
な
問
題
で
し
た
。

新
校
舎
建
設
に
向
け
た
多
く
の
寄
付
を
得

な
が
ら
、
ま
ず
昭
和
23
年
度
に
２
学
級
を

収
容
す
る
独
立
校
舎
が
塩
沢
地
内
（
現
・

塩
沢
公
民
館
の
位
置
）
に
完
成
し
ま
し
た
。

当
初
は
教
室
が
不
足
す
る
状
況
で
し
た
。

舎
ま
で
の
通
学
距
離
、
通
学
路
の
除
雪
、

冬
期
寄
宿
舎
な
ど
の
問
題
か
ら
、
当
初
は

他
の
３
つ
の
中
学
校
の
統
合
と
は
別
に
検

討
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
４
つ
の
中
学
校
の
統
合
が
財

政
面
な
ど
か
ら
み
て
も
よ
り
現
実
的
で
あ

る
と
、
１
町
１
中
学
校
の
設
置
が
決
ま
り

ま
し
た
。

　
統
合
中
学
校
（
現
・
塩
沢
中
学
校
）
は
、

ま
ず
は
名
目
統
合
と
う
い
う
形
で
昭
和
47

年
４
月
１
日
に
ス
タ
ー
ト
し
、
初
年
度
の

生
徒
数
は
、
１
，２
７
３
人
で
し
た
。
実

質
統
合
は
、
新
校
舎
の
完
成
し
た
昭
和
49

年
９
月
と
な
り
ま
し
た
。
完
成
し
た
新
校

舎
で
同
月
２
日
に
、
開
校
式
と
２
学
期
の

始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
閉
校
と
な
っ
た
石
打
中
学
校
で
は
、
石

打
の
地
名
、
学
校
の
教
育
精
神
、
校
歌
を

心
に
と
ど
め
る
た
め
に
と
石
打
行
政
区
長

や
同
窓
生
に
よ
っ
て
歌
碑
が
、
平
成
20
年

６
月
７
日
に
旧
校
舎
の
校
門
脇
に
建
立
さ

れ
ま
し
た（
石
碑
㊸
）。
校
舎
跡
地
な
ど
は
、

南
魚
沼
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
く
閉
校
と
な
っ
た
上
田
中
学
校
で

は
、
在
職
者
会
、
同
窓
会
な
ど
に
よ
り
校

歌
の
刻
ま
れ
た
石
碑
が
、
平
成
３
年
10
月

に
建
立
さ
れ
ま
し
た
（
石
碑
㊹
）。
校
舎

跡
地
は
、
上
田
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

南
魚
沼
市
の
石
碑
㊸

「
石
中
校
歌
」　
〔
下
一
日
市
〕

　
南
魚
沼
市
の
石
碑
㊹

「
上
田
中
学
校
跡
」　
〔
長
崎
〕

　《
参
考
資
料
》

　
南
魚
沼
郡
誌
、
塩
沢
町
史
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平
成
30
年
度
奨
学
生
募
集
中

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
学
校
教
育
課

☎
７
７
７
‐
３
１
１
８

対
象
　
就
学
の
意
欲
が
あ
り
、
経
済
的
な

理
由
に
よ
り
進
学
・
在
学
が
困
難
な
生

徒
や
学
生

条
件
　
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
の
子
ど
も

や
兄
弟
姉
妹
な
ど
が
、
学
校
教
育
法
に

定
め
る
高
校
・
大
学
・
短
大
・
専
修
学

校
な
ど
に
進
学
す
る
・
在
学
し
て
い
る

貸
与
額
（
無
利
子
）

　
大
学
・
短
大
・
専
修
学
校
な
ど

　
　
月
額
　
５
０
，０
０
０
円

　
高
校

　
　
月
額
　
１
８
，０
０
０
円

　
※
年
３
回
に
分
け
て
貸
与

返
還
期
間

　
半
年
据
置
後
、
借
り
た
期
間
の
２
．５

倍
の
期
間
（
毎
月
末
日
ま
た
は
年
２
回
の

返
還
）

例�

：
大
学
４
年
間
で
２
４
０
万
円
借
り
た

場
合

　
半
年
据
置
後
、
初
回
年
度
１
２
０
，０

０
０
円
、
翌
年
度
以
降
２
４
０
，０
０
０

円
、
最
終
年
度
１
２
０
，０
０
０
円
を
返

還
（
返
還
期
間
10
年
）

提
出
書
類

・
申
請
書
…
市
書
式

・
推
薦
書
…
市
書
式
（
新
入
学
生
は
出
身

校
、
在
学
生
は
在
籍
校
が
記
入
）

・
合
格
通
知
書
の
写
し
…
新
入
学
生

・
在
学
証
明
書
…
在
学
生

・
住
民
票
…
世
帯
全
員
の
も
の

・
所
得
証
明
書
…
奨
学
生
の
保
護
者
分

・
納
税
証
明
書
…
連
帯
保
証
人
２
人
分
を

各
１
通
（
う
ち
１
人
は
保
護
者
）

・
印
鑑
登
録
証
明
書
…
１
通
（
連
帯
保
証

人
で
、
保
護
者
以
外
分
）

・
作
文
…
奨
学
金
を
受
け
て
進
学
す
る
こ

と
で
、
自
分
が
将
来
成
し
遂
げ
た
い
こ

と
や
抱
い
て
い
る
夢
な
ど
を
、
４
０
０

字
詰
め
の
原
稿
用
紙
２
枚
程
度

・
否
認
定
通
知
の
写
し
…
他
の
奨
学
金
で

採
用
さ
れ
な
か
っ
た
人
の
み
（
選
考
で

考
慮
し
ま
す
）

※
市
税
の
滞
納
（
延
滞
金
含
む
）
が
あ
る

場
合
は
、
貸
与
で
き
ま
せ
ん
。
特
別
な

事
情
（
母
子
世
帯・被
災
さ
れ
た
な
ど
）

が
あ
る
場
合
は
、
申
請
書
に
ご
記
入
く

だ
さ
い
。
申
請
書
な
ど
は
学
校
教
育
課

に
用
意
し
て
あ
り
ま
す

申
請
期
限
　
３
月
30
日
㈮

　
※
郵
送
の
場
合
、
当
日
の
消
印
有
効

結
果
通
知

　
５
月
上
旬
（
予
定
）
に
個
別
に
通
知

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
）

南
魚
沼
市
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計

画
（
案
）

【
問
合
せ
】
南
魚
沼
市
図
書
館

　
（
社
会
教
育
課�

図
書
館
係
）

☎
７
７
３
‐
６
６
７
７

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も
読
書
活

動
推
進
計
画
を
策
定
し
て
い
ま
す
。（
計

画
期
間
：
平
成
30
年
度
～
34
年
度
）
こ
れ

ま
で
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
策
定
検
討

委
員
会
を
行
い
作
成
し
た
計
画
（
案
）
に

つ
い
て
、
意
見
募
集
を
行
い
ま
す
。

意
見
を
公
募
す
る
目
的

　
子
ど
も
が
読
書
活
動
を
、
よ
り
充
実
し

て
行
う
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る
過
程
で
、

み
な
さ
ん
の
意
見
・
提
案
を
計
画
に
反
映

さ
せ
る
た
め
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見
は
、
市
教
育

委
員
会
の
考
え
方
と
と
も
に
公
表
し
ま

す
。
た
だ
し
、
個
々
の
意
見
に
直
接
の

回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い

閲
覧
・
意
見
募
集
期
間

　
２
月
５
日
㈪
～
23
日
㈮

閲
覧
窓
口

・
図
書
館
、
社
会
教
育
課
、
子
ど
も
・
若

者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー
、
学
校
教
育
課
、

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

・
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（「
子
ど
も
読
書
活

動
」
で
検
索
）

意
見
の
提
出
方
法

　
住
所
・
氏
名
を
明
記
し
、「
南
魚
沼
市

子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
案
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
」
と
記
入
し
て
、
次
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
記
入
用
紙
が

必
要
な
人
は
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
）

①
窓
口
に
持
参

　
閲
覧
窓
口
で
受
け
付
け
ま
す

②
郵
送
　
〒
９
４
９
‐
６
６
８
０

　
南
魚
沼
市
六
日
町
１
０
１
番
地
８

　
南
魚
沼
市
図
書
館
あ
て

③
Ｆ
Ａ
Ｘ
　
７
８
８
‐
０
３
４
０

　（「
南
魚
沼
市
図
書
館
あ
て
」
と
ご
記
入

く
だ
さ
い
）

④
メ
ー
ル　

tosyokan@
city.

m
inam

iuonum
a.lg.jp

⑤
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
入
力
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
し
、
送
信

※
電
話
や
口
頭
で
の
受
け
付
け
は
で
き
ま

せ
ん
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ディスポート南魚沼　トレーニングルーム　マシン使用法講習会
ランニングマシン・エアロバイク・油圧式筋力アップマシンの使用法の講習会です。
日　時　２月18日㈰　12：00 ～ 13：30 
定　員　６人（事前の申込みが必要）
会　場　ディスポート南魚沼１階　トレーニングルーム
対　象　中学生以上
申込み　ディスポート南魚沼
※施設利用料300円が別途必要です（定期券可）
　運動着、室内用シューズ、タオル、飲み物をご用意ください

受
講
料

スポパラ
会員 無料

一般 200円

公益財団法人南魚沼市文化スポーツ振興公社 スポーツ振興係
〒949-6611 南魚沼市坂戸372　ディスポート南魚沼内　ディスポート☎773‒6620　スポパラ☎773‒3210

2月の休館日　5日㈪、
13日㈫、19日㈪、26日㈪

ディスポート南魚沼

平
成
30
年
度
南
魚
沼
市
体
育
施

設
の
利
用
団
体
登
録

【
問
合
せ
】
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
課

☎
７
７
３
‐
６
６
３
０

　
市
内
体
育
施
設
・
小
中
学
校
体
育
施

設
は
、
団
体
登
録
す
る
こ
と
で
優
先
予

約
が
で
き
ま
す
。
登
録
は
、
年
度
ご
と

に
更
新
が
必
要
で
す
。

　
登
録
後
、
利
用
調
整
会
議
に
出
席
し
、

各
団
体
と
施
設
予
約
の
調
整
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

対
象
　
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
す

る
５
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、
市
内
体

育
施
設
を
継
続
的
に
利
用
す
る
団
体

費
用
　
年
間
５
，０
０
０
円（
ス
ポ
パ
ラ

ジ
ュ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
加
盟
団

体
は
免
除
）

申
込
み
　
申
請
書
と
団
体
登
録
料
を
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
課
、
大
和
・
塩
沢
公
民

館
、
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

施
設
利
用
料
　
登
録
団
体
は
不
要

※
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
、
各
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
、
各
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ナ
イ

タ
ー
照
明
は
別
途
料
金
が
必
要

体
育
施
設
利
用
調
整
会
議
の
日
程

（
調
整
期
間
：
４
月
１
日
～
７
月
13
日
）

　
調
整
会
議
へ
の
参
加
は
、
２
月
28
日

㈬
ま
で
に
、
利
用
団
体
登
録
が
必
要
で

す
。

○
六
日
町
地
域
体
育
施
設

日
時
　
３
月
６
日
㈫
　
午
後
７
時
～

会
場
　
デ
ィ
ス
ポ
ー
ト
南
魚
沼
２
階

　
ア
リ
ー
ナ

○
大
和
地
域
体
育
施
設

日
時
　
３
月
13
日
㈫
　
午
後
７
時
～

会
場
　
大
和
公
民
館
２
階 

大
会
議
室

○
塩
沢
地
域
体
育
施
設

日
時
　
３
月
14
日
㈬
　
午
後
７
時
～

会
場
　
塩
沢
公
民
館
１
階 

講
堂

ミ
ズ
ノ
走
り
方
教
室

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
大
原
運
動
公
園
指
定
管
理
者
Ｂ
Ｍ

Ｓ
南
魚
沼
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

☎
７
８
３
‐
３
５
３
３（
担
当：上
村
）

Ｆ
Ａ
Ｘ　
７
８
８
‐
０
２
４
７

　
走
り
方
の
基
本
や
速
く
走
る
コ
ツ
を
、

ス
ポ
ー
ツ
メ
ー
カ
ー
「
ミ
ズ
ノ
」
の
指

導
員
が
伝
授
し
ま
す
。

　
正
し
い
走
り
方
を
習
得
し
て
、
み
ん

な
で
楽
し
く
運
動
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
２
月
24
日
㈯

幼
児
コ
ー
ス
（
４
～
６
歳
）

　
午
前
９
時
30
分
～
11
時

低
学
年
コ
ー
ス
（
小
学
１
～
３
年
生
）

　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
１
時

高
学
年
コ
ー
ス
（
小
学
４
～
６
年
生
）

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場
　
南
魚
沼
市
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー

講
師
　
田
邉
朋と

も
大ひ

ろ
さ
ん

費
用
　
１
人
８
０
０
円（
保
険
料
込
み
）

※
参
加
賞
つ
き

定
員
　
各
コ
ー
ス
20
人

持
ち
物
　
内
履
き
シ
ュ
ー
ズ
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
（
動
き
や
す
い
服
装
で
お
こ

し
く
だ
さ
い
）

申
込
み
　
事
前
に
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

締
切
り
　
２
月
16
日
㈮

市
民
セ
ミ
ナ
ー
料
理
教
室

参
加
者
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
塩
沢
公
民
館

☎
７
８
２
‐
０
１
０
０

メ
ニ
ュ
ー
　
ロ
ー
ス
ト
ポ
ー
ク
、
手
ま

り
寿
司
、
三
色
プ
リ
ン

日
時
　
３
月
１
日
㈭

午
前
の
部
　
午
前
10
時
～
正
午

午
後
の
部
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
会
場
　
塩
沢
公
民
館
２
階 

調
理
実
習
室

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

講
師
　
宮
田
悠は
る
かさ

ん

費
用
　
８
０
０
円
（
当
日
集
金
）

持
ち
物
　
米
０
．５
合
、
エ
プ
ロ
ン
、

三
角
巾
、
ふ
き
ん
、
台
ふ
き
、
持
ち

帰
り
用
器
、
筆
記
用
具

定
員
　
各
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
間
　
２
月
５
日
㈪
～
12
日（
月・

振
休
）
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２
月
は
高
齢
者
見
守
り
強
化
月
間

【
問
合
せ
】

　
南
魚
沼
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
７
５

　
塩
沢
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
８
２
‐
０
２
５
２

　
大
和
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
７
‐
３
１
１
１

　
新
潟
県
で
は
、
９
月
と
２
月
を
高
齢
者

見
守
り
強
化
月
間
と
し
て
い
ま
す
。

　
天
候
が
悪
い
２
月
は
、
高
齢
者
を
見
守

る
機
会
が
減
少
し
が
ち
で
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
た
め
の
見
守
り
、
支
え
合

い
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
ご
ろ
か
ら
で
き
る
見
守
り
３
活
動

「
あ
い
さ
つ
」　
近
所
で
声
を
掛
け
合
い
ま

し
ょ
う

「
気
く
ば
り
」　
地
域
で
さ
り
げ
な
く
見
守

り
ま
し
ょ
う

「
助
け
合
い
」　
普
段
と
違
う
こ
と
が
な
い

か
目
配
り
し
ま
し
ょ
う

見
守
り
・
相
談
が
高
齢
者
虐
待
を
防
ぎ
ま

す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を

　
高
齢
者
の
介
護
や
世
話
で
心
身
と
も
に

疲
れ
、
追
い
詰
め
ら
れ
、
暮
ら
し
の
中
で

う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
重
な
る
と
、
や

が
て
虐
待
に
つ
な
が
る
こ
と
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
困
っ
て
い
る
高
齢
者
や
そ
の

家
族
は
、
虐
待
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ

い
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

相
談
先
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
、
相
談
を
た

め
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
困
り
ご
と
が
あ
っ
た
ら
、
小
さ
な
う
ち

に
相
談
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
日
ご
ろ
か
ら
の
見
守
り
３
活
動
を
行
う

こ
と
で
、
身
近
な
人
が
高
齢
者
や
家
族
の

変
化
に
早
く
に
気
づ
き
、
手
を
差
し
伸
べ

る
こ
と
で
、
高
齢
者
虐
待
防
止
に
つ
な
が

り
ま
す
。

　
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢

者
や
家
族
の
介
護
や
病
気
、
生
活
の
困
り

ご
と
な
ど
を
相
談
で
き
る
窓
口
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
人
が
困
っ
て
い
た
り
、

高
齢
者
に
会
っ
た
と
き
に「
元
気
が
な
い
」

な
ど
の
変
化
に
気
づ
い
た
ら
、
お
近
く
の

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
相
談
内
容
、
相
談
者
に
関
す
る
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
は
平
成
26
年
度
か
ら

国
の
定
期
接
種
と
な
り
、
対
象
者
に
接
種

券
か
対
象
者
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

ど
ち
ら
の
有
効
期
限
も
平
成
31
年
３
月
31

日
で
す
が
、
早
め
の
接
種
を
お
勧
め
し
ま

す
。

　
こ
の
予
防
接
種
は
義
務
で
は
な
く
、
希

望
す
る
場
合
に
接
種
で
き
、
有
効
期
限
内

に
い
つ
で
も
接
種
券
な
ど
を
使
用
で
き
ま

す
。

　
平
成
30
年
度
中
に
65
歳
・
70
歳
・
75
歳

と
な
る
新
た
な
定
期
接
種
対
象
者
に
、
３

月
末
ま
で
に
接
種
券
を
送
付
し
ま
す
。

　
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
特
定
の
障
が

い
が
あ
る
人
の
接
種
券
の
有
効
期
限
は
、

平
成
30
年
3
月
末
で
す
。
今
年
度
中
に
接

種
し
な
か
っ
た
人
に
は
、
４
月
１
日
か
ら

使
用
で
き
る
接
種
券
を
新
た
に
送
付
し
ま

す
。住

民
健
診
調
査
票
の
提
出
を

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

【
問
合
せ
】
保
健
課 

成
人
保
健
班

☎
７
７
３
‐
６
８
１
１

　
住
民
健
診
調
査
票
を
、
平
成
29
年
12
月

に
各
世
帯
に
発
送
し
ま
し
た
。
調
査
票
は
、

市
民
の
健
診
状
況
調
査
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

市
の
住
民
健
診
を
受
け
な
い
場
合
も
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
民
健
診
は
、
費
用
を
市
が
一
部
負
担

す
る
た
め
、
割
安
で
す
。

　
年
齢
に
よ
っ
て
無
料
で
受
診
で
き
る
健

診
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

提
出
先　
保
健
課
、
総
合
窓
口
、
大
和
・

塩
沢
市
民
セ
ン
タ
ー

※
申
込
み
で
き
る
健
診
の
種
類
な
ど
は
、

市
報
平
成
29
年
12
月
15
日
号
３
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い

食
育
の
風
～
今
年
の
食
育
ポ
ッ
プ

の
テ
ー
マ
は
「
野
菜
」
で
す
～

【
問
合
せ
】
保
健
課☎７

７
３
‐
６
８
１
１

　
食
育
推
進
協
力
店
に
登
録
い
た
だ
い
た

市
内
の
店
舗
に
、
食
育
ポ
ッ
プ
の
掲
示
な

ど
食
育
に
関
す
る
取
組
み
に
ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
今
年
度
の
ポ
ッ
プ
テ
ー

マ
は
「
野
菜
」
で
す
。

　
野
菜
は
、
健
康
の
た
め
に
１
日
３
５
０

ｇ
以
上
摂
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
県
民
の
成
人
１
日
当
た
り
の
野
菜
摂

取
量
は
平
均
３
４
４
．６
ｇ
、
特
に
30
歳

代
の
野
菜
摂
取
量
は
２
７
３
．７
ｇ
と
不

足
し
て
い
る
状
態
で
す
（
平
成
27
年
県
民

健
康
・
栄
養
実
態
調
査
結
果
）。
そ
こ
で
、

野
菜
の
必
要
性
、
摂
取
目
標
量
、
旬
と
地

産
地
消
、
手
軽
な
調
理
に
つ
い
て
、
全
４

回
に
わ
た
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。
食
育
推

進
協
力
店
に
足
を
運
ば
れ
た
際
は
、
ぜ
ひ

ご
覧
い
た
だ
き
、
野
菜
を
摂
る
際
の
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。
過
去
の
ポ
ッ
プ
は
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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　けんこうひろば

２月の城内診療所 診療担当医師（予定表）

月 火 水 木 金 土 日
午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 午前 午後 休診日

1日 2日 3日 4日

髙　﨑 髙　橋 堀内 休診 休　診

5日 6日 7日 8日 9日 10日 11日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休　診 
（祝日）

12日 13日 14日 15日 16日 17日 18日
休　診 

（振替休日） 田　中 髙　橋 髙　橋 髙　橋 薄田 休診 休　診

19日 20日 21日 22日 23日 24日 25日

髙　橋 田　中 髙　橋 髙　﨑 髙　橋 福本 休診 休　診

26日 27日 28日 城内診療所では、自宅まで無料で送迎します。
送迎希望は、電話か窓口でお申し込みください。

（送迎は午前中のみ）髙　橋 田　中 髙　橋

若
者
支
援
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
開
催

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
７
７
３
‐
６
６
１
１

　「
気
持
ち
を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
」

「
対
人
関
係
が
う
ま
く
い
か
な
い
」
な
ど

の
悩
み
や
苦
手
感
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
少
人
数
グ
ル
ー
プ
で
、
ゲ
ー
ム
感
覚
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
体
験
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
や
感
じ
方
に
触
れ
な

が
ら
、
人
と
交
流
す
る
楽
し
さ
を
感
じ
て

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
２
月
15
日
㈭

　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場

　
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
セ
ン
タ
ー

　
２
階 

音
楽
室

対
象

　
市
内
在
住
の
義
務
教
育
終
了
～
39
歳
の

人
申
込
み
　

　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

締
切
り
　
２
月
13
日
㈫

○
参
加
者
の
感
想

　
人
と
接
す
る
こ
と
が
不
得
意
な
自
分
が
、

自
然
に
会
話
で
き
て
う
れ
し
か
っ
た
。

心
豊
か
な
子
育
て
教
室

【
問
合
せ
】

　
社
会
教
育
課 

生
涯
学
習
班

☎
７
７
３
‐
６
６
１
０

　
冬
こ
そ
元
気
に
出
か
け
よ
う
！
初
め
て

の
人
、
里
帰
り
の
人
、
上
の
子
を
連
れ
た

人
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も

大
歓
迎
で
す
。
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
象
　
０
～
３
歳
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
な
ど

費
用
　
１
人
10
円
（
保
険
料
）

申
込
み
　
不
要

※
動
き
や
す
い
服
装
で
直
接
会
場
ま
で
お

こ
し
く
だ
さ
い

第
５
回
「
親
子
サ
ロ
ン
」

日
時
　
２
月
23
日
㈮

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
場
　
市
民
会
館 
ホ
ワ
イ
エ

内
容

　「
み
ん
な
お
い
で
よ
、
ひ
な
ま
つ
り
」

季
節
の
行
事
を
楽
し
み
ま
す
。
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
も
あ
り
ま
す
。

大
和
地
域　
第
４
回
「
そ
だ
ち
学
級
」

日
時
　
２
月
24
日
㈯

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

　（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

会
場
　
大
和
公
民
館

内
容
　「
た
の
し
い
ひ
な
ま
つ
り
」

受付・診療時間  午前：月曜～土曜　〈受付〉８：30 ～ 11：30 〈診療〉 ９：00 ～
 午後：月曜～金曜　〈受付〉11：30 ～ 16：00 〈診療〉14：00 ～

【問合せ】　城内診療所　☎ 775‒2009
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 掲示板 市などからのお知らせ

市
内
企
業
異
業
種
交
流
会

【
問
合
せ
・
申
込
み
】
南
魚
沼
市
地
域

産
業
支
援
連
絡
協
議
会
事
務
局

　
（
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
班
）

☎
７
７
３
‐
６
６
６
５

　　
第
一
部
は
、
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
価
値

向
上
の
た
め
の
手
法
で
あ
る
バ
リ
ュ
ー
・

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
に
つ
い
て
講
演
会
を

行
い
ま
す
。
第
二
部
は
、
講
師
や
さ
ま
ざ

ま
な
業
種
の
人
と
の
情
報
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日
　
２
月
21
日
㈬

会
場
　
ホ
テ
ル
坂
戸
城

締
切
り
　
２
月
14
日
㈬

講
演
会
（
第
一
部
）

時
間
　
午
後
４
時
～
５
時
30
分

内
容
　
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
で
使
え
る
バ

リ
ュ
ー
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

講
師
　
黒
田
和
之
さ
ん（
元
い
す
ゞ
自
動

車（
株
）シ
ニ
ア
エ
キ
ス
パ
ー
ト
Ｃ
Ｖ
Ｓ
）

費
用
　
無
料

情
報
交
換
会
（
第
二
部
）

時
間
　
午
後
５
時
30
分
～
７
時
30
分

費
用
　
５
，０
０
０
円

掲
示
板

市
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
休
日
労
働
相
談
会
」

【
問
合
せ
・
相
談
】

　
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所

☎
０
２
５
８
‐
３
７
‐
６
１
１
０

　
（
労
働
相
談
専
用
電
話
）

　
労
働
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
に
、

社
会
保
険
労
務
士
と
労
働
相
談
所
職
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
　
２
月
18
日
㈰

　
午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

相
談
方
法
　
面
談
か
電
話

※
面
談
は
予
約
優
先

会
場
　
新
潟
県
長
岡
労
働
相
談
所
〔
長
岡

市
沖
田
　
長
岡
地
域
振
興
局
内
〕

※
祝
祭
日
を
除
く
月
～
金
曜
日
、
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
に
も
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す

普
通
救
命
講
習
会
の
ご
案
内

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
消
防
本
部 

警
防
課
救
急
係

☎
７
８
２
‐
５
３
３
１

　
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
に
、
応
急
手

当
を
学
び
ま
せ
ん
か
？
心
肺
蘇
生
法
、
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
取
扱

い
な
ど
、
実
技
を
中
心
に
し
た
講
習
会
で

す
。
初
め
て
の
人
も
気
軽
に
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
17
日
㈯

　
午
前
９
時
～
正
午

会
場
　
南
魚
沼
市
消
防
本
部
〔
竹
俣
〕

定
員
　
30
人
程
度

費
用
　
無
料

そ
の
他
　
受
講
者
に
は
修
了
証
を
交
付
し

ま
す
。
実
技
の
で
き
る
服
装
で
お
こ
し

く
だ
さ
い
。

平
成
30
・
31
・
32
年
度

小
規
模
修
繕
等
希
望
者
届
出

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
財
政
課 

契
約
検
査
班

☎
７
７
３
‐
６
６
７
１

　
平
成
30
・
31
・
32
年
度
に
、
市
発
注
の

少
額
で
内
容
が
軽
易
な
修
繕
や
工
事
の
受

注
を
希
望
す
る
事
業
者
は
、
小
規
模
修
繕

等
希
望
者
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
の
届
出
の
有
効
期
限
は
、
３
月
末

で
す
。
継
続
希
望
の
事
業
者
は
、
再
度
届

出
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
市
内
の
小
規
模
な
事
業

者
の
受
注
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
　
市
内
に
小
規
模
な
事
業
所
を
有
す

る
事
業
者

対
象
外

①
市
の
入
札
参
加
資
格
申
請
の
登
録
が
あ

る
事
業
者

②
希
望
業
種
を
履
行
す
る
た
め
に
必
要
な

資
格
、
許
可
を
有
し
な
い
事
業
者

③
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
、
破
産
者

で
復
権
を
得
て
い
な
い
事
業
者

発
注
内
容
　
契
約
金
額
が
50
万
円
以
下
の

小
規
模
で
、
内
容
が
軽
易
な
修
繕
や
工

事
な
ど

申
込
み
　
２
月
26
日
㈪
～

　
届
出
書
類
（
財
政
課
に
用
意
）
各
１
部

を
提
出

※
詳
細
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載

届
出
書
類

・
南
魚
沼
市
小
規
模
修
繕
等
希
望
者
届
出

書
・
南
魚
沼
市
の
納
税
証
明
書

・
許
可
、
免
許
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
そ

の
写
し

有
効
期
間
　
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平
成

33
年
３
月
31
日

対
象
業
種

土
木
関
係
：
土
工
、
水
路
、
防
護
柵
、
舗

装
、
造
園
な
ど

建
築
関
係
：
大
工
、
建
具
、
屋
根
、
板
金
、

内
装
、
左
官
、
塗
装
な
ど

設
備
関
係
：
電
気
器
具
、
電
気
、
照
明
、

放
送
機
器
、
給
排
水
、
空
調
設
備
、
厨

房
設
備

そ
の
他
：
自
動
車
、
カ
メ
ラ
、
看
板
、
事

務
機
器
の
修
繕
な
ど
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市などからのお知らせ 掲示板

南
魚
沼
森
林
組
合 

森
林
技
術
員
募
集

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　
南
魚
沼
森
林
組
合

☎
７
８
３
‐
３
３
４
９

職
種
　
森
林
技
術
員

募
集
人
数
　
若
干
名

申
込
書
類
　
履
歴
書

選
考
方
法
　
面
接

受
付
期
間
　

　
２
月
１
日
㈭
～
３
月
31
日
㈯

採
用
予
定
日
　
４
月
中
旬

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
南
魚
沼
へ
求
人
申
し
込

み
済
み

ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ

　
　
　
～
市
民
会
館
の
市
～

【
問
合
せ
】

　
ナ
ナ
シ
の
マ
ル
シ
ェ
事
務
局

☎
０
９
０
‐
４
９
４
３
‐
６
１
２
８

（
田
村
）

　
手
作
り
雑
貨
、
お
菓
子
・
飲
食
店
、
リ

ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
小
さ
な
お
店
が

約
15
店
集
ま
り
ま
す
。

　
雪
ま
つ
り
へ
お
出
か
け
の
つ
い
で
に
、

寄
っ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。
み
な
さ
ん
、
ぜ

ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
10
日
㈯

　
午
後
１
時
～
５
時

場
所

　
市
民
会
館
１
階 

大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ

慶
應
義
塾
大
学
混
声
合
唱
団
楽
友

会 

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

【
問
合
せ
】　
慶
應
義
塾
大
学

　
混
声
合
唱
団
楽
友
会

メ
ー
ル：�Gakuyukai.data@

gm
ail.

com

　
慶
應
義
塾
大
学
楽
友
会
は
、
毎
年
２
月
、

南
魚
沼
を
拠
点
に
演
奏
旅
行
を
行
っ
て
い

ま
す
。
26
回
目
と
な
る
今
年
も
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
定
番
の
合
唱
曲
か
ら
デ
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
、

ポ
ッ
プ
ス
な
ど
、
幼
児
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
歌
と
ス
テ
ー
ジ
を
お
届
け
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
20
日
㈫
　

　
午
後
７
時
～

場
所
　
塩
沢
公
民
館

料
金
　
無
料

曲
目
　
ド
レ
ミ
の
歌
、
島
唄
、
や
さ
し
さ

に
包
ま
れ
た
な
ら
、
怪
獣
の
バ
ラ
ー
ド
、

ジ
ェ
リ
コ
の
戦
い
、
信
じ
る
、
う
た
を

う
た
う
の
は
わ
す
れ
て
も
、
積
水
ハ
ウ

ス
の
歌
な
ど

『
南
魚
沼
産
の
さ
つ
ま
い
も
を

活
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
発
表
会
』

を
開
催

【
問
合
せ
】
魚
沼
み
な
み
農
業
協
同
組

合�

普
及
指
導
課

☎
７
７
７
‐
３
７
８
６（
担
当：齋
藤
）

　
北
里
大
学
保
健
衛
生
専
門
学
院�

管

理
栄
養
学
科

☎
７
７
９
‐
５
０
６
８（
担
当：本
田
）

　
魚
沼
み
な
み
農
業
協
同
組
合
と
北
里
大

学
保
健
衛
生
専
門
学
院
が
主
催
す
る
「
南

魚
沼
産
の
さ
つ
ま
い
も
を
活
用
し
た
ス

イ
ー
ツ
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
優
秀
な

成
績
を
お
さ
め
た
作
品
を
、
Ｊ
Ａ
直
売
所

で
発
表
し
ま
す
。

　
管
理
栄
養
学
科
の
学
生
が
考
え
た
す
ば

ら
し
い
作
品
を
、
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
く
だ
さ

い
。

※
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

日
時
　
２
月
10
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

場
所
　
あ
ぐ
り
ぱ
ー
く
八
色

Ｔ
ツ
　
　ネ
　
　イ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
『
や
さ
し
さ
に
会

い
た
い
』
リ
リ
ー
ス
記
念 

～
南
魚
沼
で
た
だ
い
ま
ラ
イ
ブ
～

【
問
合
せ
】　
有
限
会
社
ナ
オ
プ
ラ
ン�

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部

☎
０
２
５
‐
２
２
３
‐
６
５
５
５

　
南
魚
沼
市
交
流
大
使
で
市
内
出
身
の
シ

ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
Ｔ
ツ
　
　ネ
　
　イ

Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ

さ
ん
が
、
初
の
単
独
ラ
イ
ブ
を
行
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
南
魚
沼
市
へ
の
思
い
を
込
め
た

楽
曲『
や
さ
し
さ
に
会
い
た
い
』の
リ
リ
ー

ス
を
記
念
し
た
無
料
ラ
イ
ブ
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
　
２
月
24
日
㈯
　

１
部
　
午
後
１
時
～
２
時
30
分

　（
開
場
：
正
午
～
）

２
部
　
午
後
５
時
～
６
時
30
分

　（
開
場
：
午
後
４
時
～
）

会
場

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
「
さ
わ
ら
び
」

出
演
　
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ
さ
ん

料
金
　
無
料

※
入
場
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ

Ｅ
Ｉ
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（「
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｉ 

や
さ
し
さ
に
会
い

た
い 

初
ワ

ン
マ
ン
」
で

検
索
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い



みなみうおぬまニュースプラザ

　三用小学校の体育館で、校内書初め大会が行われました。
　書初めの前に、三用地区と魚沼市の人たちが演奏する尺八と琴の音
色を聞き、児童たちは心を落ち着かせました。また、地域の書家によ
る大書のデモンストレーションが行われ、「命を大切にしてほしい」
という思いを込めた「命」の文字が、2.5メートル四方ほどの半紙に書
かれました。
　児童たちは、新年を迎えた新たな気持ちで半紙に向き合い、「伝統
の美」「冬の空」などの文字を書き上げていました。

みなみうおぬまニュースプラザ

三用小学校で書初め大会が行われました１月11日㈭

１月７日㈰・８日（月・祝）

１月５日㈮

12月21日㈭

　池田記念美術館を会場に、真冬のクラフトマーケット「雪見展」が
開催され、多くの人が訪れました。
　訪れた人は、手作りの雑貨や食べ物などを手にとりながら、お店の
人と会話を弾ませたりパンや焼き菓子など購入し、会場内に置かれた
テーブルでグルメを楽しんでいました。ワークショップでは、子ども
たちが木工玩具に好きな絵を描いたり色を塗ったりして、個性豊かな
作品を作っていました。
　「雪見展」に訪れた人たちは、会場いっぱいに並んだお店に足を止
めながら、思いおもいに真冬のクラフトマーケットを楽しんでいまし
た。

雪見展が開催されました

　㈱魚沼食品流通センターで、平成30年度の新春初市が行われまし
た。乾杯と手締めを行った後に、野菜や果物、魚などが盛られた宝船
の初競りが行われました。
　市場に競り人の威勢のよい掛け声が響き、宝船が次々に競り落とさ
れました。林市長はあいさつで「日経平均株価も上昇傾向にあり、景
気が上向いていくことを祈念しています。市場が活気づくことで、市
内が活気づくことはもとより市外からのお客さんを招く力となりま
す。今年もみなさんとともに市を盛り上げていきたいと思います」
と、語りました。

新春初市が開催されました

　子育て支援センターが、ふれ愛支援センターからイオン六日町店専
門店館に移転して、開会式典・オープニングイベントを行いました。
　移転に伴い、同センターは愛称を「子育ての駅『ほのぼの』」に変
更し、遊び場は移転前の約1.7倍にあたる350平方メートルとなりまし
た。クライミングウォール、トランポリン、ミニサッカーゴール、ボ
ールプールなどの遊具があり、天候に左右されず子どもたちがのびの
びと遊べます。
　式典では、ミキハウス子育て総研株式会社から、全国で初となる
「子どもを遊ばせたい安全安心な施設」の認定証が授与されました。

子育て支援センター 子育ての駅「ほのぼの」がオープンしました

市報 みなみ魚沼　平成30年2月1日発行19
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2
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2
月
1
日
　
第
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■
発
　
行

　
南
魚
沼
市
　
〒
949－6696 新

潟
県
南
魚
沼
市
六
日
町
180－1　

電
話
025－

773－
6660（

代
表
）

■
編
　
集

　
総
務
部
　
秘
書
広
報
課

市報に掲載する人名は、差し支えのない限り、常用漢字表の適用字体を用いています。この広報紙は資源保護のため、再生紙を使用しています。

のカレンダーのカレンダー 救 急 医 療2月2月 のカレンダー

編集後記　　　　　　　　

　間もなく平昌オリンピックです。４年前のソチオリ
ンピックでは、市出身の小野塚彩那選手がフリースタ
イルスキー女子ハーフパイプで銅メダルを獲得し、大
いに盛り上がりました。
　今回は、小野塚選手だけでなくバイアスロンの田中
友理恵選手も代表に選出されました。
　オリンピックに市出身者が２人も選出されるという
快挙に、両選手の健闘を祈らずにはいられません。
　ぜひ応援しましょう！　　　（秘書広報課　宮本）

救急医療のかかり方
① 電話をかける
　次の病院に電話で症状を伝えてくだ
さい。重症（意識がないなど）の場合
は119番で救急車を呼んでください。
◆南魚沼市民病院　☎788－1222
◆魚沼基幹病院　☎777－3200
◆齋藤記念病院（脳神経外科救急）　☎773－5111
※電話のかけまちがいにご注意ください
② 指示通りに受診する
•電話での指示に従って受診してください。
•スタッフの状況、症状などに応じて他の医療機関を
　案内する場合があります。
•緊急度や重症度の高い順に対応するため、診察の順
　番が前後し、待ち時間が長くなる場合があります。
•休日・夜間は検査や人員体制が十分ではないので、
　できるだけ通常の診療時間内に受診してください。
◆新潟県『救急医療電話相談』
　☎025－284－7119（♯7119でも可）
　夜間に具合が悪くなったとき（発熱、頭痛、嘔吐、
下痢など）にご利用ください。
◆新潟県『小児救急医療電話相談』
　☎025－288－2525（♯8000でも可）
　夜間に子ども（15歳未満）の具合が悪くなったとき
（発熱、けがなど）にご利用ください。
•時間　19：00～翌朝8：00（毎日）
【問合せ】保健課　☎773－6811

１月11日㈭、三用小学校で新春の書初め
大会が行われました。児童たちは新年を迎え新たな気持
ちで習字に取り組みました。

今月の表紙

行政
困りごと
相談

市民の動き
（　　　　）平成29年
12月末日現在

2月16日㈮  13：30～15：30　市役所本庁舎南分館
2月19日㈪  13：30～15：30　大和市民センター
2月21日㈬  13：30～16：00　塩沢老人福祉センター
【問合せ】総務課 防災庶務班　☎773－6660

●人口　  57,647人（先月比 －34）
●男　　  28,175人（先月比 －12）
●女　　  29,472人（先月比 －22）
●世帯数  19,985戸（先月比 －23）

日にち 行事名・時間・会場など

ガンホー・モンスターパイプ　グランドオープンセレモニー
10：00～10：30　石打丸山スキー場

第68回南魚沼市雪まつり
12：00～21：00　六日町大橋下 魚野川河川敷特設会場

第68回南魚沼市雪まつり
10：00～15：00　六日町大橋下 魚野川河川敷特設会場

しおざわ雪譜まつり
11：00～20：30　鈴木牧之記念館周辺

DVD上映会『生き抜く 南三陸町 人々の一年」』（約99分）
10:30～12：10　図書館 多目的室

読書のつどい『日本一の鬼退治だわん！』
14:00～15:30　図書館 多目的室

猫の譲渡会（魚沼アニマルサポート）
13：00～15：00　イオン六日町店２階

第39回ノルウエー大使杯争奪スキー大会
8：30～13：30　欠之上クロスカントリーコース

乳幼児親子おはなしの会「えほんであそぼ」～ゆらゆらおひなさまをつくろう！～
10:00～11:30　大和公民館

第59回レルヒカップ争奪大回転競技大会
9：30～16：00　シャトー塩沢スキー場

おはなしのじかん
11:00～11:30　図書館 多目的室

第2回農業委員会総会
9：30～　大和庁舎３階旧議場

３日㈯

11日（日・祝）
10日㈯

17日㈯

18日㈰

23日㈮

26日㈪

25日㈰

「親子での遊び」「子育ての仲間同士の情報交換」「育児
相談」などにご利用ください。
◎対象　乳児～小学校入学前の幼児とその保護者
※六日町会場のふれ愛広場のみ、小学3年生までの
　子どもとその保護者
◎時間　9：30～15：30
　（六日町会場のふれ愛広場）9：30～18：00

※どの会場にも参加できます。予約は不要です
◎お知らせ
　六日町会場 ふれ愛広場では、第2・第４土曜日の
13：30～14：30にのびのびタイム（親子体操教室）
を開催します（申込み不要）。開催中は、ふれ愛広場
の利用はできません。
【問合せ】子育て支援センター　☎772－7754

大和会場　大和庁舎（3階）
　毎週 月・水・木曜日

　２月15日㈭　10：30～
　支援講座「乳幼児の食事」講師：栄養士

六日町会場　イオン六日町店専門店館（１階）
　毎週 月～日曜日（定休日：毎週水曜日）

　２月22日㈭　10：30～
　支援講座「乳幼児の食事」講師：栄養士

塩沢会場　塩沢庁舎（北棟2階）
　毎週 火・水・金曜日

　２月14日㈬　10：30～
　支援講座「乳幼児の食事」講師：栄養士

の遊び」「子育ての仲間同士の情報交換換報交士の間同の仲子育び」の遊び

ピョンチャン

ゆ    り   え


